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うつ伏せの相手の頭上から、首を抱えるようにしながら、相手の襟を握って絞技を施す場

合の見解について。

絞技の技術として、技の効果を評価する。ただし、頸や脊椎・脊髄などに危害を及ぼす行

為であれば「反則負け」となる。


